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デジタル社会・新産業創出調査特別委員会会議記録 

 

デジタル社会・新産業創出調査特別委員会委員長 高橋 こうすけ  

 

１ 日時 

  令和６年４月 17 日（水曜日） 

  午前 10 時０分開会、午前 11 時 32 分散会 

２ 場所 

  第２委員会室 

３ 出席委員 

  高橋こうすけ委員長、畠山茂副委員長、名須川晋委員、柳村一委員、千葉秀幸委員、 

  神﨑浩之委員、臼澤勉委員、菅原亮太委員、佐々木朋和委員、飯澤匡委員、 

  田中辰也委員 

４ 欠席委員 

  なし 

５ 事務局職員 

  正部家担当書記、藤澤担当書記 

６ 説明のため出席した者 

  炎重工株式会社 代表取締役 古澤 洋将 氏 

７ 一般傍聴者 

  なし 

８ 会議に付した事件 

(１) 調査  

スタートアップによる水上ドローンと産業創出について 

 (２) その他 

   ア 委員会県内調査について 

   イ 次回の委員会運営等について 

９ 議事の内容 

○高橋こうすけ委員長 ただいまから、デジタル社会・新産業創出調査特別委員会を開会

いたします。 

 委員会を開きます前に、当特別委員会の担当書記に異動がありましたので、新任の書記

を紹介したいと思います。 

 正部家担当書記。 

 藤澤担当書記。 

 これより本日の会議を開きます。本日は、お手元に配付しております日程のとおり、ス

タートアップによる水上ドローンと産業創出について調査を行いたいと思います。 
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 本日の講師として炎重工株式会社代表取締役、古澤洋将様をお招きしておりますので、

御紹介いたします。 

○古澤洋将参考人 炎重工株式会社代表取締役の古澤と申します。きょうはどうぞよろし

くお願いいたします。 

○高橋こうすけ委員長 古澤様の御略歴につきましては、お手元に配付している資料のと

おりでございます。 

 本日は、スタートアップによる水上ドローンと産業創出についてと題しましてお話しい

ただくこととなっております。 

 古澤様におかれましては、御多忙のところ、このたびの御講演をお引き受けいただき、

改めて感謝申し上げます。 

 これからお話をいただくことといたしますが、後ほど古澤様を交えての質疑、意見交換

の時間を設けておりますので、御了承願いたいと思います。 

 それでは、古澤様、よろしくお願いいたします。 

○古澤洋将参考人 改めまして、炎重工株式会社の古澤と申します。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 では、こちらの画面で進めていきたいと思います。前半で会社の紹介や、水上ドローン

についてお話しして、その後質疑応答の時間をとりたいと思います。前半戦と後半戦とい

う感じでそれぞれ 60 分ずつと考えておりますが、私はどちらかというとディスカッション

や質疑応答のところが重要だと思っていますので、むしろそちらに時間を割くことをイメ

ージしております。 

 まず、会社案内になりますが、弊社は炎重工株式会社と申しまして、岩手県の滝沢市穴

口に会社があります。創業以来ずっと穴口から出たことがない会社です。去年、おととし

あたりから東京都に支店と研究所を設けていまして、東京支店はスカイツリーのそばにあ

ります。東京研究所は、東京海洋大学の中にあります。東京海洋大学の清水先生という方

と一緒に共同研究の体制を構築して、水上ドローンの開発等を行っております。 

 また、経済産業省のＪ―スタートアップの認定をいただいております。 

私が筑波大学出身なので、大学発ベンチャーの認定もいただいております。 

 次に、会社の理念についてお話します。 

私の叔父が山田町に住んでおりまして、東日本大震災津波によって被災したのですが、

その際に私は発災の３日後に現場に入ってお手伝いをしました。被災地の様子を見て、こ

れは岩手県に戻らなければいけないと思い、Ｕターンをして岩手県で起業をしました。ミ

ッションとしては、食糧生産の自動化を掲げております。私の叔父は漁師なのですが、私

の家や親戚も農家や一次産業に従事している人ばかりでしたので、私の専門分野であるロ

ボット技術と、一次産業を掛け合わせて、食糧生産を自動化していきたいと考えておりま

す。 

 経営理念についてですが、技術でトップを目指す、それでもっていい製品をつくって世
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界に売っていきたいと考えております。 

 社名の由来ですが、歴史小説の「炎立つ」から勝手にいただいています。1,000 年ぐら

い前は京都府に次ぐ人口第２位の巨大都市、金と馬の産地だったということで、21 世紀は

ロボットの産地になればと、字だけいただいて炎重工としました。 

 略歴にも書いておりますが、私はものづくりばかりやってきた人間で、高校生から大学

生までロボコンに出たり、前職ではサイバーダイン株式会社に勤務しており、ロボットス

ーツや医療用ロボットの開発をしておりました。その後、起業してからロボットのコンサ

ルタントをやりつつ水上ドローンというメインストリームの製品開発も行っております。 

 会社については、以上のとおりです。専門分野は、あくまでもロボット工学なので、代

表取締役ではありますが、完全なる理系のエンジニアです。今でも設計をしています。ま

た、１日のうち７割ぐらいは開発をしています。 

 弊社の製品概要ですが、まず、水上ドローンについてですが、大ざっぱに言うと船のロ

ボットです。空飛ぶドローンもありますし、陸上用の自動運転の車ですとか、あとは工場

で動く、いわゆるＡＧＶ、無人搬送車のようなもの、あるいは水の中に入っていく水中ド

ローンのようなものもありますが、我々が開発しているものは、あくまでも船のロボット

です。 

 船のロボットにもいろいろありまして、大型タンカーや大型客船のように全長 100 から

200 メートルあるような物すごく大きいものから、漁船やクルーザーサイズのものや、さ

らに小さいミニボートぐらいのものまでいろいろカテゴリーがあります。我々が開発して

いるのは、その中でもミニボートと呼ばれているカテゴリーになります。 

 ミニボートの要件については、細かくたくさんあるのですが、大ざっぱに言うと、全長

が３メートル以下、出力は 1.5 キロワット、２馬力以下になります。この要件を満たすと

船の免許は要らないし、船の検査も要りません。そのため、今の日本の法律においては、

この範囲内であれば水上ドローンという船のロボット化は非常に進めやすい状況です。 

 ミニボートの中で一番大きいものをつくると、３掛ける３メートルぎりぎりで、２馬力

に抑えて８人から 10 人乗りぐらいのものになります。これは大阪万博に出展する予定です。

もう既に５隻ぐらいは決まっているような状況ですが、さらに上積みができないかという

ことで営業活動をしています。 

 ただ、これは特殊なので、メインストリームはこちらの小さいほうです。手で持てるぐ

らいのやつです。これですと、人は乗れませんが、センサー等は搭載できるので、空飛ぶ

ドローンと同じく水辺の監視や調査等に需要があり、だんだん売れ始めてきています。漁

船や客船と同じぐらいのスピードが出ます。10 ノットから 20 ノットぐらいの速さがあり

ますので、普通にお使いいただくと、結構速いというコメントをいただくことが多いです。

あとは、研究開発では中間のところもやっており、いろいろ実績があります。 

 実際の動きを見ていただくとこんな感じです。これは福岡県で消防署向けのデモンスト

レーションとして運転したときの映像です。人命救助用の浮き輪を引っ張っています。牽
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引力は大体 20 から 30 キログラムあるので、人が浮かんでいても十分引っ張れるぐらいの

強さはあります。また、カメラがついています。水上カメラから橋の中を見るとこんな感

じです。さびている箇所等の点検に使ったり、水中カメラで水面の上からのぞくように撮

影ができます。こちらは、最近ですと藻場の調査にニーズがあります。あとは、ソナーが

つけられるので、海底の地形の様子や、魚群探知機のようなものが、手元で見えるように

なっています。このようなものが主力製品としてだんだん売れてきているような感じです。 

 価格はここに載っておりませんが、一番安いモデルで 150 万円ぐらい、高性能センサー

をつけると 300 万円ぐらいです。値段が少し高いなという印象を持たれていると思います

が、高額になる理由は大体センサーにあります。次は無線機器です。500 メートルから１

キロメートルぐらい動けますが、そうなるとどうしてもこれらの値段が高くなってしまい

ます。 

 空飛ぶドローンですと、ホビー用で 10万円から 20万円ぐらいですが、点検や検査に使

う空飛ぶドローンですと数百万円クラスなので、そのようなところからいくと値段的には

あまり遜色はないと思います。むしろ安いぐらいかもしれません。 

 あとは、カスタマイズのほうでいきますと、こちらのディズニーシーのごみ回収ロボッ

トですとか、東京都の東京湾に浮かんでいる大きい回収ロボットとか、あとは万博に出る

のはこんな感じです。人が乗れるような意匠ですね。 

 今から２年ぐらい前に撮ったものですけれども、これよりもう少しグレードアップした

ものが万博に出ます。 

 ここからは、弊社の製品から少し離れて、水上ドローン業界全体のところをお話しした

いと思います。先ほど申し上げたとおり、法律の壁、ミニボートの壁を超えると途端に船

舶免許や船舶検査が必要で、さらに大きい船だと航海士、通信士、機関士等、いろいろな

資格を持った人が大勢乗り込まないと運航できません。 

 我々の事業戦略を考えると、最終的には機関士の無人化、船の整備は不可能だと思って

いて、そうすると小さいもの、ロボット化しやすいものから市場に入り込んだほうがいい

だろうという判断のもと、まずは小さいところから市場に参入しています。 

 国内に水上ドローンをつくる会社はどれだけあるのかがこの表にまとまっています。

我々はこの一番左側にいます。少し大きいほうの船、ヨットだとか、数トンぐらいの船で

すとエバーブルーテクノロジーズ株式会社やヤンマーホールディングス株式会社がつくっ

ています。参入している会社が一番多いのが漁船やクルーザーのところです。ベンチャー

企業ですと株式会社エイトノットがいて、それ以外ですとヤマハ発動機株式会社、トヨタ

自動車株式会社、船外機をつくっているメーカー、あとは無線機器をつくっている古野電

気株式会社、ＪＭＵ株式会社等、ディフェンス系のところが入ってきています。このあた

りはいろいろなプレーヤーがいます。もっと大きいプレーヤーになると何とか重工、何と

か造船のような、大きい会社が参入してきております。 

 実際に販売ができているのはほとんど我々だけです。エバーブルーテクノロジーズも少
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し売っていますが、ほかは発売していません。研究、実証がメインになっております。 

 世界を見ると、どの国にも１社から２社ぐらいは船のロボットをつくっている会社があ

りますが、大体軍用です。唯一の民間がこのＯｃｅａｎ Ａｌｐｈａという会社で、資本金

が 60億円以上、今の月産の生産数が数百隻だと聞いております。メインは、カメラをつけ

て何かを調査するとか、警備になります。我々と会社の規模は全然違うのですが、直接の

競合だと思っています。 

 国内の市場における需要はどこにあるのか、一つは水難救助です。次は調査です。今は、

水門ですとか、橋の中を見るところを人手を介しているのですが、それに対してカメラで

見るだけで済むところに需要があります。実際の現場というのは、少子高齢化の影響もあ

り大変です。大体２名から３名ぐらいのチーム、バディを組まないと危険作業ができない

のです。それに対して、我々の製品であれば、最低１人でロボットを浮かべて見てくれば

いいので、そのようなところで結構お客様から強い引き合いがあります。 

 あと、こういう船でもスクリューのところとか、かじのところとか、あるいは船体側面

とかの点検では人が乗れるゴムボートのようなものを出して周りを点検しています。そう

いうところもロボット化できますので、こちらも造船会社からは非常に人気が出てきてお

ります。直近ですとこの四つが非常に人気があります。 

 こちらは、海外の展示会の様子です。これからの時代はドルを稼がないといけないので、

最初から海外の展示会に出ております。ＵＡＥに行ったり、オーストラリアにも行ってお

ります。これは、防衛省のブースに出したときの様子です。私個人としてはインドネシア

や、シンガポール、アメリカに行っておりまして、水上ドローンのニーズは割と発掘して

いると思います。 

 業界全体を見ると、2010 年や 2011 年ぐらいの空飛ぶドローンと同じような状況が、今

この水上ドローン業界において起きていると思います。ということは、逆算すると 2020

年代の後半あたりからこの水上ドローンが爆発的に広まって、いつの間にかみんなが使っ

ているような状態が訪れるのではないかなと思います。 

 もう一つ、現場にヒアリングをしてわかったのは、空飛ぶドローンはすぐに墜落します。

突風が吹いたとか、目に見えないワイヤが張ってあったとか、そういったものにぶつかっ

てすぐ墜落します。墜落すると何が起きるかというと、始末書を書かなければいけならな

くなります。何百万円もする機械をたった１回のミスで墜落させると始末書を書いて、し

ばらく飛ばせない状態になって、それが非常につらいとのことです。 

 一方、水上ドローンは基本的に水に浮かんでいるだけの機械で、仮に故障しても沈むこ

とはないし、少し流されるぐらいです。水中ドローンは、水の中に沈んでしまうので、何

かあると浮かんできません。そのため、現場の人からすると壊れるおそれがあまりない機

械なので、非常に使いやすいという声をいただいています。年初、岩手日報に掲載された

記事に、年間 1,000 台ぐらいは余裕ではけるのではないかと少し強気なコメント書いてい

るのですが、それよりもさらにいけるのではないかなと最近は手応えを感じております。 
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 今は岩手県の北上市で生産していますので、県内でも雇用が生まれるといいなと思って

おります。空飛ぶドローンは飛ぶスマホ、飛ぶカメラ、水上ドローンは泳ぐカメラ、水中

ドローンは潜るカメラだと私は思っていますので、我々は泳ぐカメラで市場をとりに行き

たいなと思っています。ここまでが会社の話と水上ドローンの話になっています。 

 スタートアップについて触れたいと思います。我々は一応スタートアップというポジシ

ョンでやっていますので、業界全体、スタートアップの全体の話をしたいなと思っていま

す。 

 私は、前職でサイバーダインという時価総額数百億円、資金調達も約 400 億円行ってい

るようなメガベンチャー企業におりました。そのような企業と中小零細企業の違いは、次

のとおりだと思います。  

普通の会社は、基本的にリスクをとり過ぎないようにするので、画一したビジネスモデ

ルによって事業を行うものと思っています。例えば、飲食店、受託開発、建築土木など、

法律にのっとって業務を請け負っています。我々の会社や、私の前職の会社は、ものすご

くリスクをとります。弊社は、創業以来一度も黒字になっていないのになぜか８年目を迎

えても、潰れていない不思議な会社です。皆様から、急成長を目指しているところが期待

されているのだと思います。通常よりも倒産しやすいですし、普通ならとうに倒産してい

てもおかしくない会社ですが、皆様から御期待いただいているので、何とか頑張れている

と思います。 

 まとめると、スタートアップというのは新しい技術やビジネスモデルを活用した事業で

あり、なおかつ会社の急成長を目指すことが目的ですので、どうしても今までにはない差

別化が必要です。その結果として、技術が求められると感じています。新しいビジネスモ

デルでやっていくのもいいのですが、一般的には技術があったほうが急成長しやすいと思

います。 

 成長曲線にあらわすとこのようになります。普通のビジネスはじっくり人をふやしてい

き、赤字にならないようにするのですが、スタートアップベンチャーは、とにかく急成長

を目的としているので、累積赤字何億というびっくりするぐらいの赤字になります。しか

し、ちゃんと自分は生活できていますし、子どもが３人いますし、何とかなっているので、

可能な限り資金を集めることができれば、会社が成長していけると思っています。 

 ここの穴埋めをしないといけないので、方法としては一般に融資をしてもらいます。デ

ットファイナンス、ＢＳ、ＰＬなどの資料を金融機関に提出してお金を借ります。皆さん

御存じかもしれませんが、ベンチャー企業は、基本的に株式を発行して成長していきます。

現状ですと、株式発行は外部向けに 10％から 15％ぐらいしか出していなくて、割と絞って

いるほうだと思います。株式を発行すると所有者がふえていって、だんだん自分の議決権

比率が下がってきますので、私が何も言えなくなったり、あとはそれがどんどん進んでい

くと創業者がいなくなってしまったり、やめさせられることもあります。全部売ればＭ＆

Ａのようになります。 
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 助成金もいろいろあるのですけれども、おかげさまで弊社はたくさんお金を使わせてい

ただいております。研究予算ですとか、知的財産関係の予算など、そういったものを受け

ています。助成率が３分の１から３分の２程度が多いので、残りの３分の１から３分の２

ぐらいは自己資金になります。要は株式を発行して資金調達をして助成金を受け、足りな

い分は発行した株式から研究予算を出します。弊社は、累積で億単位の助成金等をいただ

きながら研究開発を進めております。というより、これがないと研究はできません。はっ

きり言って失敗が多いです。表に出ているものの５倍から 10倍は失敗しています。あとは、

雨が降って壊れた等、最初のころはそんなこともありましたので、結構どぶに捨ててしま

いましたが、これがないとなかなか開発は進まないので、皆さんの税金で大変ありがたく

研究しております。 

 サイバーダインはこれがすさまじくて、多分 100 億円ぐらいは国からの助成金が入って

います。おかげさまで世界と戦える製品ができたと思っていますし、自分のスキルは経済

産業省のＮＥＤＯの予算から御支援があったおかげだと思っておりますので、税金はしっ

かり納めています。 

 あとは補助事業ですね。ある程度製品が完成してくると、官公庁が製品を使いたいとい

う場合が多いので、そういうところには委託事業としてきちんと納品しております。 

 最初は、知名度がないと企業は契約をしてくれなくて、こういうところで実績を積まな

ければいけません。これは、ベンチャー等の小さい会社には非常に有効なのだと思ってお

ります。 

 少しまた話が戻りますが、株式発行について、スタートアップ業界やベンチャーキャピ

タルの業界ではこの表のようなスタートアップの成長モデルがあります。ここで利益と時

間軸ですが、この穴埋めのマイナスの部分を調達のときにシード、アーリー、ミドル、レ

イター等の呼び方で会社の成長ステージを切り分け、投資しています。これはアメリカか

ら輸入してきた考えであります。 

 創業直後というのはシード、いわゆる種ですね。こういう何もないところから事業計画

だけを出してお金を集めるという方法です。普通、飲食店等を始めるときには事業計画書

をつくって日本政策金融公庫等に持っていき融資を受けると思いますが、そのかわりにベ

ンチャーキャピタルという投資会社に持っていきお金を集めるということがこのシードの

ところになります。大体 1,000 万円、小さいと数百万円ぐらいから、例えば大学の研究に

対して最初から数億円というパターンもあります。私の前職ではこちらのパターンです。 

 次は、アーリーステージです。我々の会社は今ここのアーリーとミドルの中間ぐらいで

す。そうすると、今までつくった製品がもうあるので、例えば水上ドローンですとか、何

かほかのＩＴサービスなど、そのような状態になってくると製品やサービスに値段がつい

て、時価総額数億円、数十億円というお金が集められます。例えば時価総額 10 億円に対し

て１億円集めようとすると株式の 10％を放出するので、それで１億円入るという計算です。

時価総額 100 億円であれば、１億円は１％になります。議決権が３分の２ぐらいないと会
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社をコントロールしにくいので、そこぐらいまででどれだけこの辺に行けるかが、創業側

の立場としては勝負どころです。開発の進捗がおくれたりすると、どんどん株式を発行し

てお金を集めなければいけないので、苦しくなります。 

 例えばこの辺で創業者の持分が 10％から 20％しかない場合は大体失敗です。その会社は

もう上場までいかなくて、倒産が見えている状況です。しかし、会社の規模が大き過ぎて

簡単に潰せないようなところもあって、そうなるとＶＣからＶＣに株を移しながらお金が

回り、時価総額だけ膨れ上がり、いつまでたっても売り上げが伸びないし、出口戦略もな

い困った状態になります。そのため、政治家、官公庁の皆さんもここは頭に入れておいて

いただいて、うまくいっているのか、うまくコントロールしているのか、うっすら思って

いただければと思います。 

 最後にビジネスサイクルについてです。我々は製造業なので、１年に１回ぐらいしか製

品を出せません。今は設立８年目ぐらいですが、どう頑張っても８回ぐらいしかブラッシ

ュアップできません。ＩＴだと早ければ３カ月に１回ぐらいサービス構築ができるので、

それと比較するとビジネスサイクルが全然違うため、成長速度も違うと思います。どちら

がいいとか悪いとかはあまりなくて、単純にここの成長の時間軸に関しては、事業モデル

に強く依存するところです。 

 ここまではスタートアップ業界全体の話をしましが、ここからは私たちがどのようにや

ってきたかをお話しします。創業時から気をつけているのは、周囲からスタートアップの

社長は属人性が強くて、社長がすごいからうまくいったのでしょうとを言われるのですが、

私たち理系の人間からすると、再現性が全てであり、それを重視しています。そのため、

創業初期から文書管理規程がありまして、議事録をきちんと残すようにしていたり、経営

方針を決めるときに、例えばコロナ禍で事業を進めるのか、お金を借りるのか、どうする

か仮説や事業戦略を立てて、１年後に結果検証を残しておりますので、このように経営判

断のところも再現性を気にしています。 

 創業時ですが、私がなぜ岩手県でやっているのかというと、ずっとエンジニアだったの

で、東京都で勝負するとなると結局ＩＴ系のすごいサービスをやらざるを得なくなって、

それがとてもきついのです。歳もとって、風邪も引けないようなかりかりの働き方はきつ

いなと思って、ビジネスサイクルを１年に１回にして、その上で地域的な強みや弱みを持

って勝負できないかと考えました。 

 東京都というのは、基本的にコンピューターを使わないと新技術の開発ができない地域

なので、それはそれでいいのですが、岩手県は大自然に囲まれた中で勝負できるところと

いうことで、最初から屋外向けの製品にフォーカスを絞って取り組んでおります。これで

すと、東京都、大阪府等の都会の会社はまず参入ができません。福岡県、沖縄県も冬の試

験ができません。雪や氷がある中で試験ができないので、まず参入ができません。そうす

ると、北海道や東北地方で屋外向けのビジネスをやっていれば、まあまあ勝てるかなとい

うところで、この辺に絞ってやっています。 
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 最初は、水上ドローン以外にも空飛ぶドローンをつくりましたし、農業用のロボットを

つくったり、いろいろやっていたのですが、その中で 2010 年代の成長と 2020 年代を見据

えて、最終的に水上ドローンに絞っています。あとは、自分が得意なことでもあります。

苦手なことを取り組んでも勝てないので、ずっとやってきたロボットにかかわることを選

びました。 

 私は会社の成長より技術の成長をよく見ています。100 年後から見て、2020 年代は水上

ドローンが必要だったよねと言われることを考えながらやっています。後から見たときに、

あのときやっていたのはブームだっからと言われるのは少し悔しいので、遠い未来から見

て振り返っても、やってよかったなと思えるようなものに取り組んでいるつもりです。 

 今は赤字ですが、それなりに事業性がないと会社は続かないので、そういうところでも

利益が確保できるものをやっています。また、個人的にはドルを稼ぎたいなと思っている

ので、円安などいろいろ言われていますけれども、外貨を稼ぎたいと思っています。一応

上場も目指しております。 

 先ほど資金調達の話でアメリカについて触れましたが、私はアメリカと日本では、会社

に対する考え方が違うのではないかと思っていて、ここが一番重要なのですが、アメリカ

の人にとって会社というのはプロジェクトであると教わりました。例えば何かのサービス

をつくりたいとか、ロボット製品をつくりたいといったときには、プロジェクトを成功さ

せるために投資家も集まって、人も集まって、３年から５年で一気につくる。失敗しても、

失敗ならそれでいいじゃんと、そう言って会社も解散します。プロジェクトリーダー、要

は社長ですが、その人にも特に責任を負うようなことはなくて、失敗してしまいました、

はははと、笑って終わり。そういう世界です。 

 日本は逆で、会社イコール自分自身という見方がされますし、会社が失敗すると夜逃げ

とか、いわゆる切腹みたいなものも結構あります。私が中学生のときに１人同級生が夜逃

げして、フィリピンに行ってしまいました。日本はそういう文化なので、どっちがいいか

悪いか私はわかりませんが、ただこういう文化なので、スタートアップ企業をつくるとき

には、社内の若い人にはこのことをしゃべるようにしています。 

 あと、結構悪徳投資家もちらほらいます。投資契約と思ったら、実は高利貸しに近い場

合もあるので、この辺の判断が難しいと思います。いろいろな投資会社がありますが、こ

の辺は結構注意が必要かなと思っています。そのため、投資に頼るばかりではなく、会社

の成長を念頭に置きつつ独自路線でも考えていかなければならないと思います。 

 私が考える独自路線はこうです。受託開発ではお客様からお願いされたものをつくる。

製品開発では水上ドローンをつくる。研究開発では好きなことをやっていくというもので

す。この三つを組み合わせて、現状うちの会社は赤字ですが、研究を一切やらなければ黒

字になります。ここで社員が生活できるくらいは稼いでいるので、そういうことをやりな

がら事業のバランスをとっているつもりです。臨機応変に対応できて、売り上げの安定化

を図っているような会社です。 
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ここまでで、ちょうど前半かなと思います。 

 Ｑ＆Ａというか、想定問答の資料をつくっておりました。理系のバリバリのエンジニア

がここに来るというのは少ないと思いますし、あくまでも私の理系目線で少しお話しした

いなと思っています。 

よくいろいろな人から、起業家に対してどういう支援が必要かという質問をいただきま

すので、私の考えをまとめてみました。いきなり起業家に対して助成金とか、何か新しい

制度が必要かとよく言われるのですけれども、私は目標が必要なのではないかなと思いま

す。あくまでも税金を使うので、多分税収アップや、人口をふやすといったリターンがあ

るべきだと思うのです。そうすると、今岩手県の人口が 100 万人ぐらいですが、人口を３

倍にするとか、合計特殊出生率 3.0 を目指すとか、持続的な社会ではなくて、成長する社

会にするにはどうしたらいいかという視点で方針を定めてみました。 

 この資料をつくるときに参考にしたのは小栗忠順という幕末の幕閣です。徳川埋蔵金を

埋めた人と言われていますが、ほかにもいろいろいいことをやっていて、横須賀市の製鉄

所をつくったとか、実は株式会社の基礎を導入していて、日本で最初に簿記を広めたり、

雇用規則をつくったり、残業手当をつくる等、仕事の近代化を進めたのがこの人です。そ

のため、この人の考え方をベースに資料をつくってみました。 

 えせ政治家の私の考える県民人口 300 万人を目指す方法です。私は、インフラが絶対に

重要だと思います。起業家みたいな若いビジネスの素人に金をばらまくよりも、インフラ

を整備したほうがいいと思います。 

 私は、中国に友人がいるのですが、中国に行くととにかく照明が派手です。ビルが全部

光っていたり、電光掲示板があるとか、とにかく明るい。その友人になぜかと聞いたら、

中国の電気代は、日本の 10 分の１ぐらいだからだと言われました。電気は全ての産業の原

価です。飲食店もそうですし、今この場でも照明がついていますし、そこらじゅうで電気

を使っているので、電気料を下げていただきたい。10 分の１ぐらいにしたらいいのではな

いかと思います。いきなり 10分の１にしようとすると、はっきり言って今の技術水準では

原子力発電所に頼るしかないので、この現代において原発をつくる難しさは理解している

のですが、ここはぜひすごい原発を建てていただいて、岩手県だけ電気代を 10分の１にし

ていただきたい。すると、途端にいろいろな工場やデータセンターが集まると思います。

それらは電気を大量に使います。あとは地下水とか、超高速ネットワーク回線を含め、こ

の三つを整備すると岩手県は途端に発展するのではないかと思っています。 

 企業が集まると、当然地価が上がるので、税収が上がります。そこで私が提案したいの

は通信税です。１ギガバイトに１円の税金をかけるのです。例えば岩手県全体で１秒間に

１テラバイトのトラフィックがあった場合、年間で 315 億円の税収アップになります。い

いと思うのですが、通信税、だめですかね。 

 この財源をもって、私は教育を無償化できるのではないかと思います、私は子どもが３

人おりますが、お金がかかるという以前に教育は無料がいいのではないかなと思っていま
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す。また、大学にも研究予算をどんどん出していただいて、知の集積をしたほうがいいの

ではないかと思っています。あとは食費です。子どもはよく食べます。つくるのも大変で

す。そのため、子どもに対して配給券、校外給食券を配っていただいて、スーパーの総菜

を食べ放題にします。そうすると、親が料理をしなくていいし、栄養バランスなどいろい

ろあるとは思いますが、子どもはいつも満腹で、いつでもどこかで食べられるという状態

が一番いいのではないかと思いますので、財源があればぜひこの辺の整備もお願いします。 

 あと、これは私の妻からの提言なのですけれども、子育てがとても大変です。子育てを

している世帯には、ベーシックインカムを出していただけるとありがたいと思います。働

くのはいいから、とりあえず子どもを育てましょうということで、月５万円ぐらいを支給

する。そうすればパートのみで生活ができるのではないかと思います。 

 あとは、新しい年金制度についてですが、子どもを成人させたら、子育てを頑張ったと

いうことで、それに対して年金を支給したほうがいいのではないかなと思います。私の同

級生を見ても、半分は独身で子どもがいません。それなのにスライド制の仕組みでは、年

金制度としては崩壊していると思っていて、それであれば、スライドはそのままでいいか

ら子どもを成人させましょう。成人したら、年金を出しましょうというほうが私は理にか

なっているのではないかとに思っています。特に母親ですね。子どもを産むのは大変なの

で、せめて両親が難しければ母親に対してだけでも何人産んでお疲れさまでしたというよ

うな、こういう制度があってもいいのではないかと思っています。通信税という新しい提

言で子どもと未来に対してどんどん投資していくということをぜひお願いできればと思っ

ています。 

 あと、もう一つ私がよく言われるのはＤＸ人材についてです。あなたみたいな人材を育

てるにはどうしたらいいですかと聞かれるのですが、よくわかりませんでした。 

 自分が子どものころ、親にしてもらったことを振り返ってこのスライドをつくっていま

す。何かものをつくっていても、私の親はとにかく喜んでくれました。すごいね、いいも

のをつくったねと喜んでくれました。振り返ると創造性が一番大事かなと思います。コン

ピューターやタブレットを使えたとしても、創造性がないとしょせんただの作業員です。

順番としては、コンピューターの使い方を覚えることよりは、これを使って何かをつくり

たいとう創造性のほうが大事です。そのため、創造性を少し鍛えていただきたいなと思っ

ています。 

 あともう一つ大事なのは、ＡＩやクラウドなどのいろいろなキーワードがありますが、

結局ほとんどがアメリカの技術です。そのため、頑張れば頑張るほどアメリカがもうかり

ます。税金も向こうに行きます。皆さんラインなどのＳＮＳを使っていらっしゃいますけ

れども、それらは最終的にはアメリカや外国にお金が流れていっているので、自国で頑張

ったほうがいいのではないかと思います。国のお金が出ていっています。半導体で回収は

しているのですが、多分回収し切れていないと思います。 

 では、具体的にどうしたらいいか。コンピューターを使うだけではなくて、研究者、発
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明家、漫画家、小説家、作曲家、いろいろクリエーティブな仕事があると思うのですが、

子どもたちが好きなように好きなものをつくるというのが一番いいと思っています。 

 自分の子どものころを振り返ると、子どもらしいものをもらった記憶がないです。例え

ば８歳ごろに大人用のハンダごてを使って、ハンダを手にこぼしてやけどをしたり、カッ

ターで指を切ったりしましたが、それらを使って自由に遊んでいました。あらかじめデザ

インされ過ぎたものは、創造性を育むといいつつ、実は育んでいない気がします。誰かの

意図があって、その意図にのっとっているだけで、私の感覚からすると何か違うかなと思

います。大人が使っているものとか、普通にあるものをそのまま使うほうが、本当の創造

性は育まれる気がします。私の周りを見ても、すごいなと思う人は大体こっちです。本物

の創造性を持っている人たちは大体こんな感じがします。 

 私のヒストリーを振り返ります。子どものころ、８歳のときにプログラミングを覚えま

したが、父からもらったのがこれです。当時はやっていたポケコンといいます。これでベ

ーシックのプログラミングができて、関数電卓もついていて、これを小学生のときにもら

いました。ゲームのつくり方の本ももらって、中学生ぐらいまで遊んでいました。今でも

仕事で関数電卓として使っています。 

 あと、インターネットに触れたのは結構早かったです。1994 年にはさわっていました。

岩手県に入ってきたのとほぼ同時期に父の職場にインターネット回線が引かれていたので、

職場で使っていました。 

 パソコンを買うのも結構早くて、中学校に入ったときに親に欲しいと言って買ってもら

いました。これが私の中学生のときの環境です。狭いところによくわからないものをごち

ゃっと置いていました。1995 年のコンピューターの世界はとてもおもしろくて、パソコン

通信とインターネットをやりつつ授業中は寝るというような生活でした。 

 昔は、コンピューターが高かったです。１台数十万円でしたので、とてもお金が追いつ

きません。そのため、私はパソコンを中古で買って直して売るということを中学生のとき

にやっていました。当時 2,000 円とか 3,000 円で買ってきて、それを直して売ると３万円

ぐらいになる。それで本を買っていました。そうするとだんだん部屋が汚くなって、とて

も中学生の部屋とは思えないようになりました。このようにして稼ぎ方を覚えました。あ

とは、雑誌に自作のゲームを投稿してお金をもらったりもしていました。 

 高校生のときに、ちょうどデジタル・イーハトーヴ・グランプリというコンテストが始

まって、おかげさまで入賞して賞金をもらったりもしました。そのときは、画像解析関係

のソフトをつくりました。 

 あとは、インターネットで音楽を配信するプラットフォームをつくりました。1999 年に

つくって、今だったら皆さん普通にインターネットで音楽を聞いていると思いますが、当

時高校生だったのでそれをビジネスの場に持っていくことができなくて、単純につくって

終わってしまいました。自分の中でも反省点です。これでベンチャー企業をやっていたら、

今ごろ億万長者だったなと。だから、ビジネスというのはタイミングも重要だと思います。
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技術だけではだめだなと反省しています。 

 あとは、ロボットが好きだったので、ロボコンに出ていました。高校生のころにロボコ

ンに出て賞金 100 万円をもらったりしました。 

 大学受験のころはこんな感じです。物を売買していたので、この辺に販売用のパソコン

や電話機があります。これは作業台ですが、実はここで受験勉強をしていました。とても

高校生が受験勉強をする環境とは思えないですね。 

 大学は筑波大学に入りまして、情報系と思われがちなのですが、あえて工学系を選びま

した。ＩＴの反省点として言いましたが、時代の変化が早過ぎて、またすぐに時代が変わ

ってしまうなと思ったのです。それでロボット研究の中でも特に電気系が好きだったので、

電気系に進学しています。 

 それ以降はロボコンばかりで、ＮＨＫロボコンに出たりしました。 

 あとは、ロケットを打ち上げるから手伝ってと言われて、ロケットのサークルをつくっ

て、そこでは加速度計をつくりました。このときの先生が笠原先生といいまして、今名古

屋大学の先生をしていて、エンジン関係の物すごく有名な先生です。このときは宇宙で実

験していました。 

 あとは、ＶＰＮをつくる登さんという有名な人がいるのですけれども、この人は高校生

のころにおつき合いがありまして、手伝ってと言われたので手伝いました。今はうちの会

社の社外取締役になっています。 

 一番有名なのはこれですね。中国のグレート・ファイアウオールは、ユーチューブやフ

ェイスブックが使えないのですが、そのグレート・ファイアウオールを破ったことですご

く有名です。中国国内にいてもいろいろなサイトにアクセスできるというソフトです。 

 あとは、大学生のときに近くに研究所がたくさんあってアルバイトをしていました。印

象に残っているのはこの国立環境研究所です。地球シミュレータがある研究室で、その地

球シミュレータにさわる機会がありました。江守正多先生というすごく有名な先生で、結

構テレビやニュースに出ていますけれども、当時はこのシミュレータの管理をやってねと

言われて、管理をしていました。これが結構重要で、2000 年代のコンピューターはとまっ

たり、ふぐあいがあったりで大変なのです。計算結果が狂うと大ごとだというので、ひた

すら検証作業をやっていました。あらかじめ決まった計算をさせて、計算が一致するかど

うか検証をします。 

 ロボットの研究室にいたので、ロボットをつくったり、テレビ会議のシステムを研究し

ていました。 

 ここにヤフージャパンの親会社であるＺホールディングス株式会社ＣＰＯの藤門さんが

います。私の先輩です。 

 あとは、在学中に先輩から声をかけられて、取締役ＣＴＯをやっていました。ここに少

し映っていますけれども、今で言うアップルウオッチみたいなものをつくっていました。

ネット経由でモニタリングができて、健康指南などをしていたのですが、当時は全然売れ
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なくて、これもタイミングが早過ぎたなと思って反省しています。ネットの音楽配信とこ

れは、どちらも大ヒットしたのですが、多分 10 年は早かったと思います。水上ドローンも

早いということはないと思います。いろいろやってきた中で早過ぎたものが多くあります

ので反省しています。そのため、水上ドローンは最後まで手放さないと思っています。と

にかくタイミングは重要です。 

 最後ですが、この会社では新卒１号だったので、入ったときに社員が５人ぐらいしかい

なくて、やめるときで 50人以上になり上場したのですが、おかげさまで皆様からいろいろ

かわいがっていただいて、いろいろなことをここで勉強させていただきました。 

 勉強ついでに宇宙飛行士の山崎直子さんがいらっしゃって、私は宇宙系が大好きだった

ので、ツーショットを撮らせていただいたり、山崎直子さんがスペースシャトルに乗ると

きに招待状をもらったのですが、予定があって、どうしても行けませんでした。これがそ

のときの招待状です。こういう招待状は全部英語で書いているのですけれども、それを持

っていくと家族しか入れないような物すごく間近で見れる部屋に案内されたのです。 

 会社設立当時の写真ですが、部屋をきれいに整理整頓しています。ＰＣがあって、電話

線を引いて、手づくりで準備するところからスタートしています。 

 銀行からの支援プログラムで、アメリカに１カ月ぐらい行きました。スタートアップと

は何かというようなことを勉強してきました。アメリカの勉強というのはおもしろくて、

授業の最初に護身術を行います。日本だと柔道、剣道なのですけれども、アメリカはいき

なり銃です。そこではライフルとピストルの使い方を学びました。構造、弾の種類、実際

に射撃場に行って撃つ練習などです。なぜ学ぶかというと、女性起業家に対して、きちん

と自分の身を守ってもらうためです。また、日常的に筋トレや体力トレーニングをしまし

ょうねという目的もあります。男向けには言わないですけれども、女性向けには結構この

辺を強調していて、私の中ではすごく印象に残っています。 

 2018 年ぐらいから会社活動を本格化させて、現在に至っています。 

 あとは、インドネシアで展示会をやりました。 

 これでちょうど１時間ぐらいなので、スライドを終わります。御清聴ありがとうござい

ました。 

○高橋こうすけ委員長 これより質疑、意見交換を行います。ただいまお話しいただきま

したことに関し、質疑、御意見等がありましたら、お願いいたします。 

○菅原亮太委員 ２点お伺いします。１点目は水上ドローンについてです。今は船の点検

であったり、藻場の状況を見るために活用をされているとお聞きしましたが、今後水産業

等の振興に当たって、洋上風力発電との親和性など、これからの活用に向けてどんな展望

があるかというところを教えていただければと思います。 

○古澤洋将参考人 水上ドローンの活躍の場はふえてきています。一番大きいのがカメラ

を使って何かを見る、それを記録する。そして記録した後、大体何かの目的があるので、

ＰＤＦのようなものにまとめて提出するといった、基本的にはこのニーズが一番大きいと
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思います。今は空飛ぶドローンでこういったことをやっていると思うのですが、これから

は水上ドローンで作業するようになっていくと思います。 

 先ほどおっしゃられたように、洋上風力もありますし、そういう使い方もあると思って

います。ここのスライドには書きませんでしたが、例えば水道管とか、下水管の点検とか、

あとは不特定の長い配管がそこらじゅうにあるので、そういうところは全部対象になると

思いますし、検査用途としての活用がされていくと思います。 

 また、防衛用途としての活用も考えています。一般的には警察や、海上保安庁の警備が

イメージされると思います。それ以外にも諸外国において、石油を運ぶ際や化学薬品を運

ぶ際に、港で陸揚げをして工場に行くのですが、そういう大きい工場が持っているような

港湾の警備も必要で、そういうところからも引き合いが来ております。具体的には、諸外

国から来る船を入港させる前に、少し離れたところで点検をします。壁面を見て変なもの

がついていないかとか、爆弾がついていないか、カメラがついていないかなどの点検をし

ます。 

 まとめると、基本的にはカメラやセンサーを使ったもので人間が行けないところ、これ

まであまり見られていなかったところを全部見る。そういうところに関しては、爆発的に

伸びるだろうと思います。 

○菅原亮太委員 ２点目ですが、去年の５月ぐらいに、日経新聞で、魚群を電気で誘導す

るような開発をされているのを見た気がして、そういうのも今後も発展していくおつもり

なのかなというところも少し気になっていました。 

○古澤洋将参考人 今やっているのはこの製品開発で、2020 年代に売り上げを伸ばしてい

く予定です。研究開発で、今おっしゃったような生き物を動かすことをやっています。大

前提として、機械を動かすのがロボット、生き物を動かすのが生態群制御だと思っていま

す。機械を動かすというのは、機械の中にコンピューターを埋め込んで、それでもって何

か目的を達成させることなのですが、21世紀は生き物を動かしてもいいだろうと思ってい

ます。魚でもいいですし、地上にいる牛とか、豚とか、鶏もいいし、空飛ぶ鳥でもいいで

すし、そういうものを動かしたいと思っています。それによって、食糧生産を自動化した

いのですが、生き物の中に何かを埋め込むというのは、研究ではいいですが、産業の世界

では現実的ではないので、それをやるために環境制御のほうを考えています。例えば、餌

があると魚が集まる、生き物が集まるといったことを餌以外のほかの刺激で再現する。光

を使ったり、音を使ったり、電気を使ったり、そうするとより新しい産業ができるのでは

ないかなと思って取り組んでいます。ただし、ベンチャー企業であって、大学の研究機関

ではないので、優先度をつけながら、2020 年代はロボット、それ以降には生態群制御と考

えております。大ざっぱな事業としてはどちらも水なのですが、水面上のことは船で、水

中のことを生態群制御、養殖でと考えています。 

 ここには書けなかったのですが、某陸上養殖の工場では既に一部入っています。まだプ

レスリリースは出ていないですが、もう取り組んで三、四年目ぐらいでそろそろ製品化が
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見えている段階です。 

○菅原亮太委員 スライドの 22 ページですが、私はこれを初めて見て、赤字の期間とい

うのが、見きわめが難しいなと思って、要はこれが今後右肩上がりに行くのか、それとも

ずっと赤字なのか。その見きわめというのはどうやってやったらいいのか、これは企業だ

けではなくて我々も県の事業を見きわめる上で関係があると思いますので、もしわかれば

教えてもらえたらと思います。 

○古澤洋将参考人 多分二つの軸があると思います。まずは、新技術が本当に理想どおり

に完成するのか否か、もう一つがビジネスがうまくいくか否かです。技術に関しては、あ

る程度計算でわかると思います。例えば一番ホットなところでいくと、ガソリン自動車と

電気自動車です。電気自動車は普及するか否かという話で、ニュースを見ると、これから

のＥＶ車が伸びてくるぞと言っているのですが、私らエンジニアサイドからすると、計算

してみれば普及しないとわかります。なぜなら、エネルギー効率が合わないからです。い

ろいろな技術系の産業書、例えば材料工学、電気工学、いろいろなものを見ると技術の限

界点というのが分厚い専門書に書いてあるのです。その専門書の内容を総合して考えると、

どう頑張ってもこれはおかしいという話を、自動車メーカーの研究者と話をしていて、こ

れは単なるブームだなと。そのため、わかる人はわかっていて、本を読めば書いてあるじ

ゃないかと。研究者はきちんとその辺をわかっていますので、聞けば本音を教えてくれる

と思います。 

ビジネス上でビジネス側の人が言っていることと、研究者がやっていること、研究テー

マなどには、予算の割き方で結構乖離があると思います。そのため、技術に関してはきち

んと計算すればわかるし、わからないことももちろんあるのですが、開発者や研究者の人

は、わからないことはわからないと言いますから、それはそれで判断したらいいのではな

いかと思います。ビジネスに関しては、国と国とのバトルだったりもするので、なかなか

難しいと思います。 

 水上ドローンで話をすると、私の考え方は、よく投資家の人に言われるのが、最終的に

市場が大きいのはこっちじゃないかと。自動運転が実現したらこっちのほうが何ぼでもも

うかるのではないかと言われます。私は、それに対していつも反論しています。どう反論

するかというと、船の世界は法律が複雑です。実は最上段にあるのは国際条約、国と国と

の外交の取り決めで決まっていて、それが 200 カ国近くあるわけです。そこを変えられな

いでしょうと。船の自動化をしようとすると絶対に規制緩和が必要なのです。そう考える

と、法律上規制緩和はほとんど不可能なので、国内法の中だけで解決することになります。

例えば湖の中、ダム、そういうところだったら大型の船も可能性としてはあり得ますが、

外航船などの海で使う機械はほぼ不可能であることを説明して、一応御納得をいただいて

います。そのため、人文社会科学的なところは結構ロジックの組み合わせというか、意外

と法律、規制のところで影響を受けている気はします。 

 ただ、本当にビジネスが成功するかどうかはなかなか難しいというのが正直なところで
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す。 

○千葉秀幸委員 水上ドローンについてお聞きしたいのですが、私も今回初めて知りまし

た。空を飛ぶドローンは一般化してきて、仕事でなくても趣味でドローンをやられている

方がたくさんいて、そういった普及がドローンの隆盛を支えていると思います。水上ドロ

ーンについて、仕事用の話をされましたが、一般の方も持つような時代を目指していらっ

しゃるのか、この辺もお聞きしたいなと思います。 

また、海の上あるいは川の上を運航させるに当たって、波の高さ、天候など、どの程度

耐えられるものなのか教えていただきたい。空を飛ぶドローンはＡＩによって運航ルート

を決めて、人がいなくても、あるいは技術がなくても飛ばせるようになっていると聞いて

いますが、水上ドローンの自動化についてはどのぐらいまで研究が進んでいらっしゃるの

かお聞きしたいなと思います。 

○古澤洋将参考人 現在の計画でいきますと、機械が 200 万円くらいなので、高くて一般

の方が手に入れるのは難しいと思います。ことしの６月から本格量産モデルが発売予定で

すが、それでも一般の方が買うには少し高い気はします。その次のステップはさらに値段

を下げる予定です。最終的にはホームセンターや家電量販店で売れるぐらい、いわゆる今

のドローンぐらいの価格まで下げるつもりで製品開発を行っております。結局量産しない

となかなか値段が下がらないので、月産 1,000 台、年間１万台ぐらいまで出るようなとこ

ろまで使用する方が多くなると、ようやく皆様が買える値段まで下がると思います。 

 ちなみに、私が 2013 年に初めてドローンをつくったとき、当時はあまり売っていなかっ

たのですが、そのときにかかったお金が 30 万円ぐらいです。自分でつくったときに 30万

円ぐらいかけて試作したのですが、今はそれに近い状態です。 

 次に、使える環境ですが、水上ドローンは速力が 10 ノット少しあるので、潮流というか、

川の流れが 10ノット以下であれば動けます。そのため、標準的には５ノットぐらいまでの

環境であれば思いどおりに動かせると思います。 

 波に関しては、サーフィンをするような場所だと転覆しますが、それ以外であれば操作

ができるかと思います。 

 今度出る新製品は、転覆しても自動で復元するという機能が入りますので、そうすると

転覆したからといって操作不能にはならずに誰でもお使いいただけるのではないかなと思

います。 

 次に自動化についてですが、現状のモデルは廉価版が遠隔操作だけ、高機能なものは自

律移動が入っています。万博に出る海床ロボットは自律で動かす予定です。自動離岸して、

どこかを周遊して、見学して自動着岸まで行う予定です。 

 実証実験では、大阪城の外堀に浮かべて、延べ三、四百人の方に乗船いただいています。 

○神﨑浩之委員 会社が滝沢市と聞いたものですから、農業ではなく、なぜ水産業を選ん

だのか、理由をお聞かせいただければと思います。 

 また、先ほど電気自動車の件でダブルスタンダードの話がありましたが、今産業はＤＸ、



 18 

ＤＸと言っていて、農業もＤＸ、自動トラクターだとか、環境制御などをやっていますが、

そのような分野は本当に日本の農業にとってコスト面を含めてプラスになっていくのかど

うか、お考えをお聞かせください。 

○古澤洋将参考人 何で水産業を選んだのかという話ですけれども、端的に言うと農家で

言うベンツというのは軽トラなのですが、漁師のベンツというと本物のベンツなのです。

これがとても重要で、設備投資力が全然違います。農家の人に農業用ロボットを買っても

らおうとも思ったのですが、ヒアリングをすると予算が 30万円くらいでした。同じことを

漁師に聞くと 300 万円という回答もありました。この設備投資の予算は全然違うと思って

いて、同じ１次産業ですが、収益構造の違いがあります。私なんかネギ 10本売っても 100

円とか数百円で、それでいくら設備投資をするんだという話になりますので、以上が水産

業に行った理由になります。 

 植物工場の研究会に 2000 年代からずっと所属していますが、植物工場の会社がたくさん

倒産しているのを見てきています。結局ほとんどの会社はもうかっていないです。大都市

近郊にあるトマトやレタスの会社ぐらいしか生き残っていません。 

 農業のＤＸ化に関して、私の中でイメージしているのは、これから人口減少を迎えて後

継者不足が叫ばれていますので、昭和 30年代や 40 年代に行った農地改革を行ったほうが

いいと思います。基本的に、機械だけが農業生産をするようにした方がいいと思っていま

す。福岡県か佐賀県だったか、おもしろい機械をつくっていて、畑１枚を耕すのに１週間

かかるが、そのかわり電気をあまり使わない、エネルギーをあまり使わない超省力のスロ

ーロボットをつくっているのです。デモ冊子を見たのですが、１週間で確かに耕されてい

ました。農業の世界はそれで十分なのです。別に大きな機械を使って１、２時間で作業す

る必要はないのです。これは、あまりにも逆転の発想で驚きました。 

 重要なのは、機械化しようと思うとどうしても農地改革が必要で、機械が使いやすい圃

場というか、田んぼや畑を整備しないことには物すごく高性能なセンサーやＧＰＳを使う

必要がありますので、農地改革をして、それからそこに合った専用の機械をつくっていけ

ばいいと思います。高いセンサーを使わなくてもいいし、高性能なバッテリー、モーター、

エンジンを使わなくても動くほうが、日本の農業には合っているのではないかと思います。

そうすれば、東北地方で大量に米でも野菜でも生産できるし、値段が下がれば輸出もでき

るので、お酒をつくって輸出してもいいですし、そのほうが東北地方に合っているのでは

ないかと思います。 

○神﨑浩之委員 次に、今のスライドなのですが、今後展開していく上で、逆に大手がミ

ニボートに力を入れてくるのではないかという心配と、世界と戦っていく場合には中国が

ミニボート業界に手を出してくるのではないかと思っていて、そういったところとの競合

について、どのようにお考えでしょうか。 

○古澤洋将参考人 私もそれを一番懸念していて、大企業がこのミニボート業界がおいし

いと思ってやってきたらどうしようとずっと思っていましたが、なかなか入ってきません。
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なぜだろうと思って調べてみました。すると、何と若い人は車の運転ができないため現場

に行って開発ができないこと、労働基準法が厳し過ぎて、けがをしてはいけないというこ

とが原因のようです。私も前職でシャープ株式会社に行ったことがありますが、そこでは

無事故 300 日と掲げてあって、少しでも事故が起こるとだめなのです。シャープでドロー

ンをつくりましたが、ほかの開発者が、プロペラで頭を切ってしまって以降、開発が禁止

になりました。 

 また、大学生の若いベンチャー企業がふえてくるのではないかと心配したのですが、現

場へ持っていく船を運ぶための運転ができないようです。電車で行くわけにはいきません

から。運転も、トラックに乗せていくわけですから、その辺が原因のようです。 

 ちなみに、私は大型免許も大型特殊免許も牽引免許も持っています。船舶免許も持って

いますし、ドローンの免許も持っています。子どものころに父親にたたき込まれたので、

何でも手に入れました。 

 外国が来るか否かというと、これは中国が一番ですが、ドローンと同じく重要なところ

は中国製品は採用できない状況なので、そういう意味ではこちらに結構分があるかなと思

っています。 

○神﨑浩之委員 スタートアップ企業の関係で、技術も必要ですが、金融関係とマーケテ

ィングの知識も必要だと思うのです。例えば、一関工業高等専門学校の子どもたちには、

彼らは彼らで技術を持ってもらえばいいと思っていて、金融の関係やマーケティングを大

人がフォローする、そうでないと学生が起業するというのはなかなかできないと思ってい

ます。ただ、きょうの話を聞いていると、技術のほかに、資金を調達する能力や、マーケ

ティング能力、全ての要素がそろわないと起業はできないのでしょうか。 

 それから、製造や生産はどのように開拓していったのでしょうか。 

○古澤洋将参考人 まず、アメリカだと技術と経営は完全に分かれているので、技術者が

経営にかかわるというのは結構珍しいパターンです。私の友人がアメリカで起業したので

すが、そのときもＶＣの人が事業計画を聞いたことは一回もなかったそうです。単純にこ

の技術は何がすごいのか、メリット、デメリットについてしか聞かなかったそうです。し

かし、同時にＶＣが抱えている経営のプロが来る。そのほうが成功率が高いとおっしゃっ

ていましたので、分けたほうがいいと思っています。そのほうが日本でもうまくいくと思

います。 

 開拓について、県の工業技術センターに紹介をいただいたりしています。ほかには、金

融機関に聞いています。北上市は自動車産業もありますし、半導体の産業もあるので、東

北地方の中では層が厚いなと感じていますし、もちろんその周辺にも個別の部品をつくる

機械屋、電機屋、基板屋など、半日でつくる会社もあるので、探せば販路はあるなという

印象です。もちろん工場なのでＩＳＯのこともわかっていますし、そんなに困ったという

感じは持っていないです。もっと特殊なものをつくると大変かもしれませんが、水上ドロ

ーンぐらいですと、意外と岩手県は強いなという印象です。 
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○飯澤匡委員 私はこの委員会でいつもお話ししているのは、次の時代を担う技術者の人

材育成についてです。あまり大上段に構えなくても、好奇心をもっていろいろなものをつ

くる人材を育てるには、どういう教育体系が必要なのか。というのは、私らの世代では、

人も多く、いわゆる大企業の企業戦士に適合する人材をつくっていけばいいという考えが

ありました。 

 これから人口が減っていく中にあって、日本経済を牽引するには技術を持っていなけれ

ばだめだと思っています。それには忍耐強い岩手県の県民性が非常に重宝されると思って

いるわけなのですが、実際社長のように好奇心があって、家庭環境の中でもいろいろ鍛え

られているような子どもは、これからどれだけ出てくるか。雑感でいいので、これからそ

ういう人材をつくっていくというか、こうあってほしいなという考え方でもいいです。ど

ういう教育環境があればいいのか、企業経営の中でいろいろ考えていることなどでも結構

ですから、お知らせいただければ幸いです。 

○古澤洋将参考人 うちで新入社員を雇ったときにやることの一つとして、図面と現物の

１対１の対応をさせています。特に若い人は机上の勉強しかやっていなくて、言葉は通じ

るが、現物との対応ができていない。工具を持ってこいといっても、ペンチすらわからな

かったりする。ペンチという言葉は知っていても、ペンチをあまりさわっていないからぴ

んと来ない。工具箱に行ってまごまごしてしまうし、実際設計はしますが、いざ組み立て

ると全然合わない、入らない、そういうことがあります。教育でいくとやはり物にさわっ

て、それを頭の中、ＰＣの画面の中と、現物が全部１対１で対応するようにしたほうがい

いです。これらは多分高専が一番やっていると思います。意外と大学に行っている人はや

っていなくて、私はロボコンに出ていたからまだいいのですけれども、それすらやってい

ない人は本当に机上の難しい数式だけを解いて終わってしまっています。工学部も半分の

授業は数学なので、現物と１対１で対応するものをつくる。そうすると、最終的にはもの

ができるのではないかと思います。 

 私が子どものころは、家が農家だったので、目の前に工具箱もあるし、よくわからない

機械がたくさん転がっていて、それを勝手にさわっていたずらができたのです。そういう

いたずらができる環境は、多分今の若い人たちにはあまりない気がするので、そこはむし

ろ行政サイドから提供したほうがいいかなと思います。例えば、子どもを連れて運動公園

の隣にある交通公園に遊びに行くのですが、ああいう交通公園みたいな環境が、小学生、

中学生には必要なのではないかという気がします。よくわからない壊れた自動車を勝手に

さわってみたり、農機具だったり、何か適当なものでいいです。がらくたみたいなものを

いっぱい集めて、自由に分解して、壊しても何してもいいような、ものづくり広場のよう

な、いたずらできる環境があるといいなと思います。それは、コンピューターも含めてで

すけれども。そういう環境があると、机に向かって何かやったりするよりは、よほど遊び

ながらいろいろなことを覚えます。けがをするかもしれませんが、自分の子どものころの

環境を見てそのように思います。 
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○飯澤匡委員 私は全く機械に触れることはありませんでしたが、弟がそういった環境に

いたので、やはりエンジニアになりました。時計を壊して修理ができなくなり、親に怒ら

れたり、そういうことは何回も繰り返していました。 

 私も一関市の出身なのですが、一関高専、それから今度は工業高校も統合するので、そ

れにはどういう施設、どういう教育体制、環境が必要なのか、これから本格的な議論にな

っていきますので、そのような学校にしていけばいいのかと改めて気づきをいただきまし

た。 

 また、私は高専をつくったというのは、我が国の工業人材の育成において、非常にすば

らしいと思っています。社会に出ると大学のヒエラルキーがありますし、要らないところ

に神経を使って、肝心なものづくりができていないという壁を取り払って、大企業の中で

も、中小企業でも活躍されている方が多くいらっしゃいますから、そういう人材をこれか

らも日本という国はつくっていかなければならないと思うし、社長のように好奇心のある

人たちをどんどんつくっていくというのが大事だなと気づきをいただきました。 

○高橋こうすけ委員長 ほかにありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○高橋こうすけ委員長 ほかにないようでございますので、本日はこれをもって終了いた

します。 

 古澤様、本日はお忙しいところ御説明いただきまして、誠にありがとうございました。 

 委員の皆様には、次回の委員会運営等について御相談がありますので、しばしお残り願

います。 

 次に、６月に予定されております当委員会の県内調査についてでありますが、お手元に

配付しております委員会調査計画（案）のとおり実施することとし、調査の詳細について

は当職に御一任願いたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○高橋こうすけ委員長 御異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 次に、８月に予定されております当委員会の調査事項についてでありますが、御意見等

はありますか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○高橋こうすけ委員長 特に御意見等がなければ、当職に御一任願いたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○高橋こうすけ委員長 御異議なしと認め、さよう決定いたしました。 

 以上をもって本日の日程は全部終了いたしました。本日はこれをもって散会いたします。

お疲れさまでした。 


